
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堺市立御池台小学校 

１０ 月 号 

令和７年９月３０日 
日 曜 行事など 

17 金 ３年生校外学習 

18 土 第 52 回堺まつり 

19 日 第 52 回堺まつり 

20 月 [集] ３年生上神谷支援啓発授業（５ｈ） 

21 火  

22 水 クラブ活動（５ｈ） 

23 木 [読] ６年生連合運動会予備日 

 
24 金 ６年生連合運動会予備日 

25 土 御池ふるさとまつり 

26 日 御池ふるさとまつり 

27 月 [集]8:30 連音壮行会 13:45 校内図工展 

28 火  

29 水 （A）５年生連合音楽会 

30 木 [読] 

31 金  

 

日 曜 行事など 

1 水 ６年生視力検査 ４時間授業 

２ 木 [読] ５年生視力検査 

３ 金 
４年生視力検査 
みいチャレ（朝学時） 

４ 土 9:30PTA 本部役員会 10 実行委員会 

５ 日 8:15 トイレを美しくする会（トイレ清掃） 

６ 月 [集] ３年生視力検査 

７ 火 ２年生視力検査 

８ 水 委員会活動（５ｈ）1 年生視力検査 

９ 木 
５年生臨海学習 
４年生食育指導（２・３ｈ） 

10 金 ５年生臨海学習 

11 土  

12 日  

13 日 スポーツの日 堺市民オリンピック 

14 火 
8:30 連合運動会壮行会（体育館） 
不審者対応訓練 

15 水 
学校安全の日 ２年生おもちゃまつり 
御池台こども園交流（１・２ｈ） 
４年生防災まちあるき（１・２ｈ） 

16 木 
[読]６年生連合運動会（金岡競技場） 
（P）1～5 年生心臓検診 2 次対児童 

 

１１月の主な予定 
５日（水）大阪８８０万人避難訓練 

     諸費振替日（11.12 月分） 

６日（木）1 年生みいけだい幼稚園交流 

１２日（水）１～６年生交通安全教室 

１３日（木）１・2 年生遠足 

１４日（金）６年修学旅行 

１５日（土）６年修学旅行 土曜参観 

１７日（月）代日休業日 

１９日（水）6 年生授業参観 

２１日（金）４年生プラネタリウム 

２５日（火）２７日（木）２８日（金） 

      個人懇談会 

スクールカウンセラーの来校日程 
 

１０月１４日（火） 

2７日（月:午前） 

時間：10:30～17:00 

各５０分程度の予約制です。 

カウンセリングをご希望の方（児童・保護者）

は，担任または教頭までお問い合わせください。 

先日の学習参観と引き渡

し訓練に多数ご参加いただ

きましてありがとうござい

ました。こどもたちの様子

を熱心にご覧いただきまし

て感謝申しあげます。 

貸し出し用のお水の 

返却のお願い 

「問い」から始まり「振り返り」で深める学び 

〜子どもたちの主体的な学びを育む～ 

 

ために〜 

本校では，「問い」をもち，「振り返り」を学びにつなげる授業づくりを進めています。これ

は，こどもたち一人ひとりが学びの主人公となり，自ら考え，探求と表現をし，他者と関わる

ことで，深い理解と次の意欲を得られるようにするためです。そのような姿をめざすために私

たち教員は，こどもたちが「問い」をもてるように問題提示の工夫をしていきます。『こども

たちからの「問い」が引き出せるか』どうかです。 

授業の中では，学習内容に対してこどもたちが「なぜ？」「どうして？」と感じた疑問を，

「自分の問い」として大切にします。それらの問いをクラスで共有していきます。教科によ

り，先に問い・疑問を感じる場合もありますし，授業が進んでから「この場合はどうなるのだ

ろう」と問いをもつ場合もありますが，なにを解決していくのかを明確にし，解決方法を探っ

ていきます。その結果自分の問いへの振り返りをして「なるほど！」「そういうことか」とい

う自分の納得をクラスで共有したりしていきます。一人ひとりの問いがクラスで共有されるこ

とにより，自分の発想にはない・自分とは違うことに出会い，他者の思いを受け入れたり，自

分の思いと比較したり，やはり自分の意見を主張したりしながら，多面的に物事を捉えられる

力も育っていきます。お気づきだと思いますが，こどもたちの姿を想像されると，「こどもの

心が動き」「自分から学ぼうとしている様子」をイメージできませんか。 

これから先，こどもたちが生きていく社会は，今よりもっと社会の変化が速く，より予測が

しにくくなっていくことでしょう。そういう社会を生きていくために，自分で問題意識をも

ち，自分で課題を解決していく力が必要不可欠になります。だから，今の学習指導要領では，

知識をただ覚えるのではなく,「なぜそうなるのか」「どう考えたらよいのか」といった「問

い」をもち,ともだちや教員との対話を通して,自分の考えを広げたり深めたりしていくことが

大切にされているということです。 

今後もこどもたちの学びが一層深まるよう,教員一同で授業改善に取り組んでまいります。ご

家庭でも,お子さんが「今日はこんなことを考えたよ」と話してくれた時は,ぜひそのお話を聴

いていただき,学びを支える一言をかけていただけると幸いです。以下は本校の具体的な授業の

例を紹介します。                   堺市立御池台小学校 井上 知子 

 
理科（4 年生「とじこめた空気と水」） 

こどもたちが実験器具を使って空気を押し縮

める実験をしました。活動の前に「空気は押し

縮めることができるのか」「押した時どうなるの

か」という「問い」を出し合い,「みんなの問

い」として実験をしました。次の時間は水を押

し縮める実験をしました。「空気の時は〇〇だっ

たけど,水鉄砲をした時はこうなるからきっと〇

〇だ」と生活経験から予測をたてたり，別の

「問い」をたてていました。「空気は逃げ場がな

いと縮むけど,元に戻るのはなぜぜ？」「水は押

してもなぜ動かないの」とさらに新しい問いが

生まれ,振り返りの中で次の学びへつなげること

ができていました。 

国語（６年生「やまなし」） 

授業の初めには,「この物語は何を伝えたいの

か」「カニの兄弟の会話にはどんな意味があるの

か」という素朴な疑問から始まりました。さらに

は「クラムボンって何」「なぜ『やまなし』という

題名なの」といった問いも出されました。 

これらの「問い」をクラスで共有し,物語を読み

進める中で,登場する情景や言葉の意味を想像し合

いながら,意見を交わし合います。例えば「五月と

十二月の場面を比べると,自然の描かれ方が違うこ

とに気づいた」「命のつながりや自然の厳しさを描

いているのではないか」という気づきが生まれて

いきました。作品を深く読み取る力が育っている

ことが伝わる単元でした。 

９月でも暑い日が続きました。水筒のお茶がなくなり，PTA

の貸し出し用の水を借りているおこさまが多くいます。 

引き続き，貸し出し用として利用しますので，返却がまだの 

方は，職員室まで持たせていただきますよう，よろしくお願いし

ます。 


